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～講評～ 

Ⅰ 基本的な小問集合。最後の複素数の計算はまず極形式に直してからド・モアブルの定理を使うと、計算が軽減

できる。 

Ⅱ 指数対数の不等式、最小値。これも基本的な問題。 

Ⅲ 図形と方程式、円と接線の問題。最後の接点を求める際は、円と連立するのではなく、円の中心を通る法線を利

用しよう。これも基本的な問題。 

Ⅳ 反復試行の確率の問題。状況把握に少しだけ戸惑ったかもしれないが、標準レベルといえる。 

Ⅴ 階差数列を題材にした数列の問題。最後の和の計算は手間取ったかもしれない。標準またはやや難。 

Ⅵ 無理関数と直線による面積・体積の求積問題。最後の体積計算はなかなか重かった。面積までは基本～標準、体

積はやや難。 

 

質と量、ともに例年通りであった。最後の回転体は計算が重く、完答は難しかっただろうが、それ以外は標準問題

が並び、高得点勝負になるため、ボーダーとして 7 割 5 分以上は欲しい。 

 


